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集めているソーシャルメディア（Social Media）を活用した、商店街  
を活性化させるためのひとつの示唆を与えていく。   
52 商店街におけるリレーションシップマーケテイングの展開  
Ⅱ なぜ商店街は必要なのか  
ここでは、商店街におけるソーシャルメディアの活用について検討  
する前に、商店街が地域社会にとってどのような役割を果たしている  
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店街あるいは小規模小売店は重要な存在となっている。   
第3は、小規模′ト売店自身が革新の源泉を持ち合わせているためで   


























ない。   
55  
Ⅲ 商店街活性化のためのソーシャルメディアの活用  

























催するのが、マーケテイング論の伝統的な研究領域のひとつである、   
56 商店街におけるリレーションシップマーケテイングの展開  























可能性がある。   






3 ソーシャルメディアを活用した地域コミュニティの形成に向けて   
近年、Twitterに代表されるようなマイクロプログ、mixiや  






















な場を有横的に関連づけていくことが可能になる。このことにより、   
58 商店街におけるリレーションシップマーケテイングの展開  
図3 商店街組織におけるソーシャルメディア活用モデル  
商店街には再び多くの人々が集まるようになり、商店街全体が活性化  






































であると示し、具体的なモデルを提示した。   
今後の研究課題としては、次の2点に取り組んでいかなければなら  
ない。   
第1に、本稿で示したモデルを、社会的実験として実際に商店街組  
織で運用をしていくことである。その際には、統制された実験環境を   
∝）商店街におけるリレーションシップマーケテイングの展開  
整備し、集客効果や商店街活性化あるいは地域活性化にどの程度寄与  




























つの有効な手法として、リレーションシップマーケテイングの考え方   
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